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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第２四半期
連結累計期間

第35期
第２四半期
連結累計期間

第34期

会計期間
自　2022年10月１日
至　2023年３月31日

自　2023年10月１日
至　2024年３月31日

自　2022年10月１日
至　2023年９月30日

売上高 （百万円） 10,035 10,874 21,953

経常利益 （百万円） 286 285 726

親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

（百万円） 207 △174 748

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 310 △14 1,045

純資産額 （百万円） 2,967 3,149 3,701

総資産額 （百万円） 15,002 15,310 15,445

１株当たり四半期（当期）純利
益金額又は１株当たり四半期純
損失金額（△）

（円） 15.92 △13.40 57.56

潜在株式調整後１株当たり四半
期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 7.6 7.6 10.9

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

（百万円） 2,396 737 2,747

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー

（百万円） △28 △85 298

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー

（百万円） 462 247 △896

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高

（百万円） 5,660 5,882 4,982

 

回次
第34期

第２四半期
連結会計期間

第35期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2023年１月１日
至　2023年３月31日

自　2024年１月１日
至　2024年３月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） 4.86 △16.19

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。

２．潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載し
ておりません。

 

２【事業の内容】
　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容
について、重要な変更はありません。
　また、主要な関係会社における異動もありません。
　なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１
四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

EDINET提出書類

株式会社ＮＥＸＹＺ．Ｇｒｏｕｐ(E05268)

四半期報告書

 2/24



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

　当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、コロナ後の緩和策や円安を背景にインバウンド需要や内需の

正常化により持ち直す動きが見られました。一方で、原材料・エネルギー価格の高騰や急激な為替相場の変動などの

影響から、依然として先行不透明な状況が続いております。GDPの伸び率は、2023年10月～12月に前年同月比0.1％と

なりました。消費者物価指数（生鮮食品は除く）は、前年同月比2.0％～2.8％の間で推移しました。

　このような状況の下、当社グループでは、「ネクシーズZERO」における金融機関等の提携パートナーを通じた新た

な顧客層の開拓や、新たに開始した「ACCEL JAPAN」（以下、「アクセルジャパン」）を中心に各種サービスの業容の

拡大に注力しております。

　これらの結果、売上高10,874百万円（前年同四半期比8.4％増）、営業利益297百万円（前年同四半期比0.8％

増）、経常利益285百万円（前年同四半期比0.1％減）となり、親会社株主に帰属する四半期純損失は174百万円（前

年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益207百万円）となりました。

 

　当第２四半期連結累計期間における報告セグメントの概況は次のとおりであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、従来の「電子メディア事業」の名称を「メディア・プロモーション事業」に

変更しております。この変更はセグメントの名称変更のみであり、セグメント情報に与える影響はありません。

 

[エンベデッド・ファイナンス事業]

　エンベデッド・ファイナンス事業では、設置工事費用を含めた初期投資オールゼロで、顧客に最新の省エネルギー設

備等を導入できる「ネクシーズZERO」の提供、利用者獲得業務及び省エネルギー設備等の販売を行っております。

　当第２四半期累計期間においては、新たに積極的な中途採用を開始したことや、各地域の事業所での現地採用を強

化し、人員の増強を図っております。また、銀行や保険代理店に加えて、信用金庫との提携も進め、新たな顧客の開

拓に努めております。これにより、設備投資案件が引き続き増加しております。

　これらの結果、エンベデッド・ファイナンス事業は、売上高8,532百万円（前年同四半期比10.3％増）、セグメン

ト利益259百万円（前年同四半期比45.8％減）となりました。

 
[メディア・プロモーション事業]

　メディア・プロモーション事業では、企業プロモーション支援を目的として、インターネットを主とした各種サー

ビスを提供しております。

　当第２四半期連結累計期間においては、タレントを起用した企業プロモーション支援プロジェクト「アクセルジャ

パン」の新規契約だけでなく、年間契約の更新が加わり、好調に推移しております。電子雑誌「旅色」の宿泊施設や

飲食店などの広告掲載が増加いたしました。ＥＣサポートやウェブサイト制作・運営等については、業務効率化によ

る収益性の向上に努めております。

　これらの結果、メディア・プロモーション事業は、売上高2,337百万円（前年同四半期比2.7％増）、セグメント利

益473百万円（前年同四半期比70.0％増）となりました。

 

［その他事業］

　その他事業では、電力小売「ネクシィーズ電力」の提供を行っております。

　当第２四半期連結累計期間においては、前連結会計年度より開始した他社への顧客移管を終えました。当該施策に

より、損益が大幅に改善しております。

　これらの結果、その他事業は、売上高4百万円（前年同四半期比78.5％減）、セグメント利益1百万円（前年同四半

期はセグメント損失19百万円）となりました。
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②財政状態

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は15,310百万円となり、前連結会計年度末に比べて134百万円の減少とな

りました。

 

（流動資産）

　流動資産は11,130百万円となり、前連結会計年度末に比べて11百万円の減少となりました。これは主に、リース債

権が939百万円減少した一方で、現金及び預金が900百万円増加したことによるものであります。

 

（固定資産）

　固定資産は4,180百万円となり、前連結会計年度末に比べて122百万円の減少となりました。これは主に、繰延税金

資産が167百万円減少した一方で、工具、器具及び備品（純額）が6百万円、投資その他の資産のその他が22百万円増

加したことによるものであります。

 

（流動負債）

　流動負債は9,469百万円となり、前連結会計年度末に比べて0百万円の減少となりました。これは主に、未払法人税

等が280百万円、未払金が27百万円減少した一方で、短期借入金が305百万円増加したことによるものであります。

 

（固定負債）

　固定負債は2,692百万円となり、前連結会計年度末に比べて418百万円の増加となりました。これは主に、長期借入

金（１年内返済予定を除く）が406百万円増加したことによるものであります。

 

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は3,149百万円となり、前連結会計年度末に比べて552百万円の減少とな

りました。これは主に、利益剰余金が434百万円、資本剰余金が79百万円減少したことによるものであります。

 

③キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」）の四半期末残高は5,882百万円とな

り、前連結会計年度末に比べて900百万円の増加となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッ

シュ・フローの状況とそれらの増減要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は737百万円（前年同四半期は2,396百万円の収入）となりました。これは主に、売上

債権の増加額420百万円、仕入債務の減少額122百万円があった一方で、税金等調整前四半期純利益308百万円、リー

ス債権の減少額955百万円、支払利息が12百万円あったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は85百万円（前年同四半期は28百万円の支出）となりました。これは主に、敷金及び

保証金の回収による収入8百万円があった一方で、有形固定資産の取得による支出36百万円、無形固定資産の取得に

よる支出20百万円、その他支出が37百万円あったことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は247百万円（前年同四半期は462百万円の収入）となりました。これは主に、長期借

入金の返済による支出801百万円、配当金の支払額258百万円があった一方で、長期借入れによる収入1,300百万円が

あったことによるものであります。
 

（2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 53,654,560

計 53,654,560

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2024年３月31日）

提出日現在発行数
（株）

（2024年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,471,240 13,471,240
東京証券取引所

スタンダード市場

権利内容に何ら限定のな

い当社において標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

計 13,471,240 13,471,240 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2024年１月１日～

2024年３月31日
－ 13,471,240 － 100 － 100

 

 

EDINET提出書類

株式会社ＮＥＸＹＺ．Ｇｒｏｕｐ(E05268)

四半期報告書

 6/24



（５）【大株主の状況】

  2024年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

近藤　太香巳 東京都渋谷区 3,284,380 25.25

株式会社近藤太香巳事務所
東京都渋谷区桜丘町20－４

ネクシーズスクエアビル
1,275,500 9.80

NEXYZ.従業員持株会
東京都渋谷区桜丘町20－４

ネクシーズスクエアビル
1,054,900 8.11

伊藤　智之 大阪府大阪市北区 796,000 6.12

一般社団法人HDP
東京都渋谷区桜丘町20－４

ネクシーズスクエアビル
700,000 5.38

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 547,064 4.21

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区赤坂１丁目８番１号 288,200 2.22

大前　成平 東京都目黒区 226,630 1.74

山本　司 東京都新宿区 185,730 1.43

ＪＰモルガン証券株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目７－３ 127,907 0.98

計 － 8,486,311 65.23

（注）１．上記のほか、当社所有の自己株式461,891株（3.43％）があります。

２．上記大株主の状況は、株主名簿上の所有株式数に基づき記載しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 461,800 －

権利内容に何ら限定のない当社に

おいて標準となる株式であり、単

元株式数は100株であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,849,700 128,497 同上

単元未満株式 普通株式 159,740 － 同上

発行済株式総数  13,471,240 － －

総株主の議決権  － 128,497 －

（注）　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が91株及び証券保管振替機構名義の株式が50株含まれており

ます。

 

②【自己株式等】

    2024年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

株式会社NEXYZ.Group
東京都渋谷区桜丘町

20－４
461,800 － 461,800 3.43

計 － 461,800 － 461,800 3.43

（注）上記のほか、当社は単元未満の自己株式を91株保有しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2024年１月１日から2024

年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年10月１日から2024年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任パートナーズ綜合監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,982 5,882

受取手形及び売掛金 2,520 2,945

リース債権 3,172 2,232

商品 617 468

未収入金 434 370

その他 668 550

貸倒引当金 △1,253 △1,320

流動資産合計 11,142 11,130

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 976 972

工具、器具及び備品（純額） 97 104

その他（純額） 2 1

有形固定資産合計 1,077 1,078

無形固定資産   

ソフトウエア 98 103

その他 0 0

無形固定資産合計 98 103

投資その他の資産   

投資有価証券 1,027 1,021

敷金及び保証金 645 649

繰延税金資産 924 756

その他 1,703 1,726

貸倒引当金 △1,173 △1,155

投資その他の資産合計 3,127 2,998

固定資産合計 4,303 4,180

資産合計 15,445 15,310
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,825 1,703

短期借入金 1,700 2,005

１年内返済予定の長期借入金 1,636 1,727

未払金 738 710

未払法人税等 280 －

解約調整引当金 1,554 2,003

賞与引当金 333 130

その他 1,401 1,188

流動負債合計 9,469 9,469

固定負債   

長期借入金 1,928 2,335

その他 345 356

固定負債合計 2,274 2,692

負債合計 11,743 12,161

純資産の部   

株主資本   

資本金 100 100

資本剰余金 1,130 1,051

利益剰余金 1,155 721

自己株式 △898 △899

株主資本合計 1,487 973

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 188 188

為替換算調整勘定 2 2

その他の包括利益累計額合計 190 190

非支配株主持分 2,023 1,984

純資産合計 3,701 3,149

負債純資産合計 15,445 15,310
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

売上高 10,035 10,874

売上原価 4,592 5,023

売上総利益 5,443 5,851

販売費及び一般管理費 ※１ 5,148 ※１ 5,553

営業利益 295 297

営業外収益   

受取給付金 2 －

営業支援金収入 1 －

貸倒引当金戻入額 － 25

その他 10 8

営業外収益合計 14 33

営業外費用   

支払利息 14 12

投資事業組合運用損 2 5

貸倒引当金繰入額 5 －

支払手数料 0 0

寄付金 － 25

その他 0 0

営業外費用合計 23 45

経常利益 286 285

特別利益   

投資有価証券売却益 9 23

特別利益合計 9 23

特別損失   

投資有価証券評価損 0 －

特別損失合計 0 －

税金等調整前四半期純利益 295 308

法人税、住民税及び事業税 189 152

法人税等還付税額 ※２ △119 －

法人税等調整額 △85 170

法人税等合計 △16 323

四半期純利益又は四半期純損失（△） 312 △14

非支配株主に帰属する四半期純利益 105 159

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
207 △174
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 312 △14

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1 0

為替換算調整勘定 △0 0

その他の包括利益合計 △2 0

四半期包括利益 310 △14

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 205 △174

非支配株主に係る四半期包括利益 105 159
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 295 308

減価償却費及びその他の償却費 56 63

解約調整引当金の増減額（△は減少） 156 448

賞与引当金の増減額（△は減少） 193 △202

貸倒引当金の増減額（△は減少） 408 48

受取利息及び受取配当金 △1 △0

支払利息 14 12

投資有価証券売却損益（△は益） △9 △23

投資有価証券評価損益（△は益） 0 －

売上債権の増減額（△は増加） △290 △420

リース債権の増減額（△は増加） 1,216 955

棚卸資産の増減額（△は増加） △33 148

立替金の増減額（△は増加） △32 △65

仕入債務の増減額（△は減少） △116 △122

未払消費税等の増減額（△は減少） 469 △174

預り金の増減額（△は減少） △69 △44

その他 125 93

小計 2,383 1,026

利息及び配当金の受取額 1 0

利息の支払額 △14 △12

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 7 △276

過年度法人税等の還付額 19 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,396 737

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △25 △1

投資有価証券の売却による収入 12 26

有形固定資産の取得による支出 △36 △36

無形固定資産の取得による支出 △23 △20

敷金及び保証金の差入による支出 △8 △24

敷金及び保証金の回収による収入 75 8

その他 △22 △37

投資活動によるキャッシュ・フロー △28 △85

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 300

長期借入れによる収入 1,730 1,300

長期借入金の返済による支出 △1,038 △801

配当金の支払額 △260 △258

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △277

その他 31 △14

財務活動によるキャッシュ・フロー 462 247

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,829 900

現金及び現金同等物の期首残高 2,831 4,982

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 5,660 ※ 5,882
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

債権流動化に伴う買戻義務

 
前連結会計年度

（2023年９月30日）
当第２四半期連結会計期間

（2024年３月31日）

債権流動化に伴う買戻義務 33,961百万円 35,925百万円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自　2022年10月１日
　　至　2023年３月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　2023年10月１日

　　至　2024年３月31日）

給料及び手当 1,800百万円 1,649百万円

賃借料 351　〃 352　〃

減価償却費 40　〃 36　〃

貸倒引当金繰入額 667　〃 814　〃

解約調整引当金繰入額 168　〃 448　〃

賞与引当金繰入額 193　〃 135　〃

 

　　　　※２　法人税等還付税額は、次のとおりであります。

　国内子会社の過年度（平成29年９月期から令和３年９月期）法人税等の更正の請求等による還付税額を計上し

ております。

 

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日
至　2023年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年10月１日
至　2024年３月31日）

現金及び預金 5,660百万円 5,882百万円

現金及び現金同等物 5,660百万円 5,882百万円
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年12月14日

定時株主総会
普通株式 260 20 2022年９月30日 2022年12月15日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　　当社は、2022年12月14日開催の第33期定時株主総会の決議に基づき、2023年２月７日付で資本金及び資本準

備金の額を減少し、その他資本剰余金に振り替えております。この結果、資本金は1,110百万円減少し、資本

剰余金は1,110百万円増加しております。なお、株主資本合計金額の著しい変動はありません。

 

 

当第２四半期連結累計期間（自　2023年10月１日　至　2024年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年12月20日

定時株主総会
普通株式 260 20 2023年９月30日 2023年12月21日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

その他 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
エンベデッ
ド・ファイ
ナンス事業

メディア・
プロモー
ション事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 7,737 2,275 10,013 22 10,035 － 10,035

セグメント間の内部売

上高又は振替高
10 5 15 － 15 △15 －

計 7,748 2,281 10,029 22 10,051 △15 10,035

セグメント利益又は損

失（△）
479 278 758 △19 738 △443 295

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△443百万円には、各報告セグメントに配分していない全社収益及

び全社費用が含まれております。

なお、全社収益は主に連結子会社からの管理業務受託料であり、全社費用は主に報告セグメントに帰属しな

い持株会社運営に係る費用及び各報告セグメントに配分していない人件費等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　記載すべき重要な事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年10月１日　至　2024年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

その他 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
エンベデッ
ド・ファイ
ナンス事業

メディア・
プロモー
ション事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 8,532 2,337 10,870 4 10,874 － 10,874

セグメント間の内部売

上高又は振替高
12 5 18 － 18 △18 －

計 8,544 2,343 10,888 4 10,893 △18 10,874

セグメント利益 259 473 733 1 734 △437 297

（注）１．セグメント利益の調整額△437百万円には、各報告セグメントに配分していない全社収益及び全社費用が含

まれております。

なお、全社収益は主に連結子会社からの管理業務受託料であり、全社費用は主に報告セグメントに帰属しな

い持株会社運営に係る費用及び各報告セグメントに配分していない人件費等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　前第４四半期連結会計期間より、事業戦略をより明確に表現するため、セグメント名称を「ネクシィー

ズ・ゼロ事業」から「エンベデッド・ファイナンス事業」へ変更しております。当該変更は名称のみであ

り、セグメント情報に与える影響はありません。

　第１四半期連結会計期間より、事業戦略をより明確に表現するため、セグメント名称を「電子メディア

事業」から「メディア・プロモーション事業」へ変更しております。当該変更は名称のみであり、セグメ

ント情報に与える影響はありません。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、上記の変更を踏まえて作成・記載しておりま

す。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　記載すべき重要な事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　　前第２四半期連結累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年３月31日）

    （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注１）

合計
 

エンベデッド・

ファイナンス

事業

メディア・プロ
モーション

事業
計

売上高      

商品販売 959 － 959 － 959

電子雑誌 － 1,316 1,316 － 1,316

ソリューション － 501 501 － 501

アクセルジャパン － 443 443 － 443

その他 10 14 24 22 46

顧客との契約から生じる収益 970 2,275 3,246 22 3,268

その他の収益（注２） 6,767 － 6,767 － 6,767

外部顧客への売上高 7,737 2,275 10,013 22 10,035

（注）１．「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントを含んでおります。

２．その他の収益は、収益認識会計基準等の適用されないネクシーズZEROの提供により生じた収益であります。
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　　当第２四半期連結累計期間（自　2023年10月１日　至　2024年３月31日）

    （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注１）

合計
 

エンベデッド・

ファイナンス

事業

メディア・プロ
モーション

事業
計

売上高      

商品販売 864 － 864 － 864

電子雑誌 － 1,075 1,075 － 1,075

ソリューション － 475 475 － 475

アクセルジャパン － 779 779 － 779

その他 24 6 31 4 36

顧客との契約から生じる収益 889 2,337 3,227 4 3,231

その他の収益（注２） 7,643 － 7,643 － 7,643

外部顧客への売上高 8,532 2,337 10,870 4 10,874

（注）１．「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントを含んでおります。

２．その他の収益は、収益認識会計基準等の適用されないネクシーズZEROの提供により生じた収益であります。

３．（セグメント情報等）に記載のとおり、前第４四半期連結会計期間より、事業戦略をより明確に表現するた

め、セグメント名称を「ネクシィーズ・ゼロ事業」から「エンベデッド・ファイナンス事業」へ変更しており

ます。当該変更は名称のみであり、セグメント情報に与える影響はありません。第１四半期連結会計期間よ

り、事業戦略をより明確に表現するため、セグメント名称を「電子メディア事業」から「メディア・プロモー

ション事業」へ変更しております。当該変更は名称のみであり、セグメント情報に与える影響はありません。

このため、前第１四半期連結累計期間の顧客との契約から生じる収益を分解した情報についても、変更後の区

分方法により作成しております。なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、上記の変更を踏まえ

て作成・記載しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日
至　2023年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年10月１日
至　2024年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額（△）
15円92銭 △13円40銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（百万円）

207 △174

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（百万円）

207 △174

普通株式の期中平均株式数（株） 13,010,076 13,009,444

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

－ －

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ＮＥＸＹＺ．Ｇｒｏｕｐ(E05268)

四半期報告書

21/24



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年５月15日

株式会社ＮＥＸＹＺ．Ｇｒｏｕｐ

取締役会　御中

 

有限責任パートナーズ綜合監査法人

東京都中央区

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　篤史

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤原　夏代

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

NEXYZ.Groupの2023年10月１日から2024年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2024年１月１日から

2024年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年10月１日から2024年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社NEXYZ.Group及び連結子会社の2024年３月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

EDINET提出書類

株式会社ＮＥＸＹＺ．Ｇｒｏｕｐ(E05268)

四半期報告書

23/24



四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四

半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適

切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の

結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業と

して存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせ

る事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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